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［事案 2025-57］特定疾病保険金支払請求  

・令和 8年 4月 24日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 約款上の悪性新生物に該当しないことを理由に、特定疾病保険金が支払われなかったことを

不服として、特定疾病保険金の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

令和 6年 10 月に鼻部基底細胞がんの診断を受けたため、平成 4年 3 月に契約した終身保険

にもとづき特定疾病保険金を請求したところ、約款上の「悪性新生物」に該当しないとして特

定疾病保険金が支払われなかった。しかし、以下の理由により、特定疾病保険金を支払ってほ

しい。 

(1)契約時に募集人から、がんと診断されたら保険金がすぐに全額支払われ、診断書も不要で

あると説明されたため、契約を申し込んだ。 

(2)7～8年くらい前に良性の腫瘍ができた際にも、募集人から、がんだったら保険金が出ると

聞いた。 

(3)がんと診断されたら保険金を支払うと広告にも書いてある。 

(4)申込書類の「上皮内のがんは支払いません」等の文章の説明を聞いたときに、募集人が「こ

の文章は無視してください」と言っていた。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)募集資料には、本契約において特定疾病保険金の支払対象となる「悪性新生物」には「皮

膚の悪性黒色腫以外の皮膚がん」が含まれないことが明記されており、募集人は契約前に

資料に基づいて説明を行うとともに、ご契約のしおり・約款を申立人に手交している。そ

のような場であえて資料に明記された事柄に反した説明をするとは考えられない。 

(2)申立人が 7～8 年前に良性腫瘍との診断を受けた際、募集人は、約款の定めにしたがって

「悪性新生物であれば支払対象とされる可能性がある」と説明したものであり、がんと診

断されればどんな部位・内容のがんであっても保険金を支払うという、約款の定めに反す

る説明をしたわけではない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、契約時の説明状況等を確認

するため、申立人および募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


